
真の地域包括ケアシステムの 
構築を目指して 

一般社団法人横須賀市薬剤師会 

 
在宅支援薬局ネットワークの 

取り組み 



背景 

横須賀市薬剤師会ではすでにホームページ上に 

在宅受け入れ薬局のリストは公開していたが多職種から 

「今はやっていない、麻薬はできない、と断られた」 

   「使いにくい」などの苦情が会に上がってきていた 

そんな中各職種が他職種のサービスを必要とする時、 

より使いやすいツールの作成検討が在宅療養連携会議の中ではじまった。 

平成27年度横須賀市は人口２０万人以上の都市で在宅死亡率トップとなった 

平成21年度横須賀市では行政が中心となり「横須賀市在宅療養連携会議」が 

立ち上がった。現在参加団体は１７職種となった 
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多職種が使いやすく 

現代に合った 

「システム」の構築が 

必要と考えました 



まず在宅対応のできる薬局数を 
増やすことが必要です。 

 
登録薬局の参加条件は3点のみに絞りました。 
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会員へネットワークへの参加を呼びかけ 

会員保険薬局数は115件中、参加薬局数は48件(41.7％) 

 

1. 横須賀市薬剤師会会員であること 
2. 麻薬取扱ができること 
3. 本当にやる気があること 



在宅支援薬局ネットワーク運用規定 
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事務局にて以下条件を優先として担当薬局を探し決定する。 

 
 ・患者住所に一番近い薬局 
 ・在宅実績の少ない薬局（実践・経験０を最優先とする） 



在宅支援薬局マップ 
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申込の患者さんの住所を入力するとネットワーク
参加の近隣薬局が表示されるようになっています。 
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在宅支援薬局 
申し込みシート 

• 利用者用申込みシート
を作成 

• 横須賀市薬剤師会ホー
ムページ上に公開 

 



行政及び在宅に係るすべての方への 
お知らせ文の作成 

在宅支援薬局ネットワーク開始のお知らせ 
  

 各位、ますます御健勝のこととお慶び申し上げます。平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。 
 来たる2025年問題、2040年問題に向けてのカウントダウンが始まり、在宅死亡率トップである我々横須賀市では、在宅療養のさら
なる充実が求められております。 
 今、「自宅で療養し、最後まで住み慣れた自宅で過ごしたい。」という願いを叶える地域包括ケアシステムを実現するために薬剤
師の力をぜひご活用いただきたいと思います。 
しかしながら皆様から、どこの薬局が在宅業務を受けてくれるか分かりづらいとのお問い合わせを多く頂いております。 
 そこで、横須賀市薬剤師会による「在宅支援薬局ネットワーク」を立ち上げ、より一層地域包括ケアシステムの充実を図ってまい
ります。 
 本ネットワークに連絡をして頂ければ、患者様（利用者様）の家から一番近い在宅医療に取り組む薬局をご紹介いたします。 

 
○本ネットワークへのアクセス 
 こちらのページ最下部にあります、申し込みシート(Excel)に必要事項をご記入後ファックスにてお申し込みください。 
 条件に合った最寄りの薬局をご紹介いたします。 
 ダウンロードができない、見られない場合は横須賀市薬剤師会事務局までご連絡ください。用紙をFAXさせていただきます。 

 
 利用受付：横須賀市薬剤師会事務局 
 受付時間：9：00－15：00（月）～(金)（土日祝祭日・年末年始は休みです） 
 電話：046-823-8832  Fax：046-827-4559 

 
※本ネットワークが受ける在宅医療は、医療保険の「在宅患者訪問薬剤管理指導」または介護保険の「居宅療養管理指導」「介護予
防居宅療養管理指導」とさせて頂きます。 
※無料お届けは申し訳ありませんがお受けできません。 
 
 本ネットワークでは、地域包括ケアシステムのあるべき姿「30分以内に必要なサービスが提供される日常生活圏内」に即した運営
を行える数の薬局の登録を目指します。 
 また、対象患者様はもちろん、自宅における療養看取りの場に係るすべての方々に「薬剤師が身近にいて良かった。」と評価され
る存在を目指し努力してまいります。 
 「どこの薬局に頼もうか？」と思われたら是非ご利用ください 39 



ネットワークの広報活動 

• 横須賀市在宅療養連携会議にて医療介護関係17団体に

説明 

• 各団体の会員へ資料送信 

• 医師会には紙ベースにて会員誌と同封で全会員に郵送 

• 市内の13か所の地域包括支援センターに直接訪問説明 

• 在宅診療所などを個別に訪問 

• ・・・広報活動は継続しています。 
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ネットワーク申し込み受付後の流れ 
① 申込者は申込書に記入の上、横須賀市薬剤師会事務局にＦＡＸする 

② かかりつけ薬局があれば、優先的に依頼する 

③ 事務局が患者の居宅に最も近い薬局を２、３件ピックアップ 

④ 担当委員が協議のうえ最も適した薬局を選ぶ（困難度などを考慮） 

⑤ 候補薬局に「受け入れ可否確認用用紙」と「個人情報を削除した申込用

紙」をＦＡＸする（受け入れに迷っているようであれば担当委員が相談

を受ける） 

⑥ 受け入れ後「業務の流れを示した用紙」「医師への診療情報提供書のお

願い」「薬局情報記入用紙」を担当薬局にＦＡＸする 

⑦ 担当委員が経験の少ない薬局には相談にのりフォローしていく 
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横須賀市在宅支援薬局ネットワーク実績 
   在宅経験0件または1件：6件     在宅経験20件以下：8件 

ル 



結果 
• 申込者内訳 

• ケアマネジャー １０件 

• クリニック    ６件 

• 病院薬剤師    １件 

• 総合病院ＭＳＷ  ２件 

• 薬局薬剤師    ３件 

 

すべて数時間以内に担当薬局を決定 
•実績２２件中１４件が在宅経験の少ない薬局であっ
た。 



H29年10月 
申込者である多職種の方と受け入れ薬局双方にアンケートを 
実施（事例22件回収率100％） 
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在宅支援薬局ネットワーク追跡電話アンケート 申込者向け 

１．職種について（事前に記載） 

ケアマネジャー 病院（相談室・薬剤部・看護師） 診療所（事務

員・医師・看護師） 

訪問看護師 地域包括支援センター その他 

２．ネットワークをどのように知りましたか？ 

３.ネットワークを利用しようと思った動機は？ 

４．薬局決定までの手順は判りやすかったですか？ 

 ①はい ②いいえ 

 ②いいえの場合、判りにくかった点はどこですか？ 

５．担当薬局について 

 ①担当薬局決定の電話連絡はありましたか？ 

 ②別添の「薬局案内シート」は届きましたか？ 

 ③「薬局案内シート」は役立ちましたか？ 

 ④いいえの場合「薬局案内シート」に不要と感じる情報、または

盛り込んでほしい内容はありますか？ 

 ⑤担当薬局とはうまく連携をとれていますか？ 

 ⑥いいえの場合、その理由は何ですか？ 

６．ネットワークをまた利用したいとお考えですか？ 

 ①はい ②いいえ 

 ②いいえの場合、その理由は？ 

在宅支援薬局ネットワーク追跡電話アンケート 担当薬局向け 

１．業務について 

 ①現在も継続中ですか？  継続中  終了 

 ②終了の場合、その理由は？ 

  施設に入所・入院・家族の介入・自立・逝去・その他 

２．他職種連携について 

 ①ケアマネさんからサービス計画書は  もらえた もらえない 

 ②医師の診療情報提供書について 

  医師への依頼はしましたか？   依頼した  依頼していない 

  その結果   もらえた  もらえない 

 ③他職種連携の印象 

   うまく行っている  行っていない 

 ④うまく行っていない場合、その理由は？ 

   どの職種と？どのような理由で？ 

３．ネットワークについて 

 ①担当薬局決定までの手順 

  判りやすかった  判りにくかった 

 ②判りにくかった点はどの点？ 

 ③またネットワーク経由の仕事を受けたいと思いますか？ 

  思う  思わない 

 ④思わない場合、その理由はどのようなことですか？ 

 



考察１ 参加薬局に関して 

• 在宅経験値の高い介護保険委員がアドバイスを行うことに

よって在宅経験のない薬局でも参画することができた 

• 委員会作成の「受け入れ後の業務の流れ」を参照すること

によって多職種とスムーズに連携が取れた 

• すべての案件で数時間以内に担当薬局を決定できたのは担

当委員と事務局の連携が良かった為である 

• 「困ったとき介護保険委員に直接相談できるので心強い」

との感想をもらった 
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考察２ 申込者の多職種に関して 

• アンケート結果より 

「いままで各薬局に一軒一軒電話をかけて断られて
いたのでとても助かった」 

「申込用紙一枚で済むので使いやすい」 

「今後も利用していきたい」 

「無菌調剤ができるところを探すのに今まで困って
いた」 

・・・等、多職種から非常に喜ばれた!! 
 

多職種にとって 

このネットワークは有効であることが分かった 
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横須賀市薬剤師会は 

地域包括ケアシステム構築のために 

在宅業務も含めて 

地域住民の健康相談拠点としての薬局が 

横須賀市内ではどの地域でも存在し 

地域住民の健康サポートの拠点となって

いくことを目指していきたい 
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在宅支援薬局ネットワークは 
始まりである 



ご清聴ありがとうございました 
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